
感染症情報 ９月１８日～２４日 

①感染性胃腸炎 

④手足口病 

②RSウイルス感染症 

③溶連菌感染症 

⑤ヘルパンギーナ 

５２９例（堺市   ２８例） 

５２１例（堺市   ５９例） 

２６９例（堺市    ２４例） 

１７６例（堺市    １１例） 

９０例（堺市     ２例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週比２３．６％減の１，８２１件であった。 
 

今回は感染性胃腸炎が第１位となり、以下RSウイルス感染症、溶 
 

連菌感染症、手足口病、ヘルパンギーナの順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週比２３％減、堺市で前週比２０％減 
 

であった。 ２位に下がったRSウイルス感染症は府下で前週比３０％ 
 

減、堺市で２３％増であった。定点当たりで見ると、前週が３．７で、 
 

今回は２．６であった。溶連菌感染症は府下で前週比１３％減、堺 
 

市で２２例→今回２４例であった。手足口病は府下で前週比２４％ 
 

減、堺市で前週２６例に再増加していたが、今回は１１例であった。 
 

ヘルパンギーナは府下で前週比１５％減、堺市では前週４例→今 
 

回２例となった。 
 

 インフルエンザは府下で前週３４例→今回１９例であった。堺市で 
 

は前週０で今回は２例あった。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 

インフルエンザ  １９例（堺市      ２例） 

府下小児科２００療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０6医療機関（堺市２９）から 


